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2．教育活動の概要 

2.1 学部 

2.1.1 講義 

 

磁：地磁気世界資料解析センター， 防：防災研究所， 別：地球熱学研究施設， 

阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球物理学概論Ⅰ 前 田口 聡・久家慶子 

地球物理学概論Ⅱ 後 重 尚一・吉川 裕・金子善宏 

計算地球物理学 後 石岡圭一 

計算地球物理学演習 後 石岡圭一・風間卓仁 

地球連続体力学 後 宮﨑真一 

観測地球物理学 前 齊藤昭則・重 尚一・吉川 裕・横尾亮彦（阿） 

観測地球物理学演習 A 

 
夏期集中 

坂崎貴俊・大倉敬宏(阿)・大谷真紀子・ 

風間卓仁・横尾亮彦(阿)・ 

原田裕己・石井杏佳（阿） 

観測地球物理学演習 B 夏期集中 
楠本成寿(別)・吉川 裕・大沢信二(別)・ 

澤山和貴(別)・宇津木充（別） 

地球連続体力学からの展開 

弾性体力学 

後 

前 

宮﨑真一 

金子善宏 

地球流体力学 前 坂崎貴俊 

電離気体電磁力学 前 齊藤昭則 

地球物理学のためのデータ解析法 前 向川 均・伊藤耕介 

海洋物理学Ⅰ 後 吉川 裕 

気象学Ⅰ 後 石岡圭一 

地球電磁気学 後 藤 浩明（磁） 

物理気候学 前 重 尚一 

固体地球物理学 A 後 久家慶子・大倉敬宏（阿） 

地球物性物理学 後 清水以知子 

測地学 前 大谷真紀子・深畑幸俊(防)・楠本成寿（別） 

地震学 前 久家慶子・伊藤喜宏 

海洋物理学Ⅱ 前 吉川 裕 

気象学Ⅱ 前 石岡圭一 

太陽地球系物理学 前 田口 聡 

陸水学 前 
大沢信二(別)  

松四雄騎（防） 

火山物理学 前 
大倉敬宏(阿)・為栗健（防）・ 

大見士朗（防）・吉村令慧（防）・横尾亮彦(阿) 

地球熱学 前 
楠本成寿(別)・大沢信二(別)・宇津木充(別) 

横尾亮彦(阿) 
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阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地質科学概論Ⅰ 前 成瀬 元 

地質科学概論Ⅱ 後 下林典正・河上哲生 

グローバルテクトニクス 前 田上高広・古川善紹（阿） 

基礎地質科学実習 後 下林典正・三宅 亮・堤 昭人・松岡廣繁・   

河上哲生・渡邊裕美子・成瀬 元 

生物圏進化史 後 松岡廣繁 

太陽系の化学 前 伊藤正一・野口高明 

岩石学 後 河上哲生 

鉱物学 後 下林典正・三宅 亮 

地質調査・分析法Ⅰ 前 佐藤活志・東野文子・成瀬 元・生形貴男 

古生物学Ⅰ 後 生形貴男 

地球テクトニクスⅠ 後 田上高広・渡邊裕美子 

地質調査・分析法Ⅱ 後 
三宅 亮・佐藤活志・伊神洋平・伊藤正一・下林

典正・堤 昭人・東野文子・渡邊裕美子 

構造地質学 後 佐藤活志 

宇宙地球化学 後 伊藤正一・野口高明 

岩石学実験 後 河上哲生・東野文子 

地質科学野外巡検ⅠＡ 前 
佐藤活志・河上哲生・堤 昭人・東野文子・成瀬 

元・松岡廣繁・生形貴男 

地質科学野外巡検ⅠＢ 後 
河上哲生・成瀬 元・堤 昭人・佐藤活志・東野

文子・松岡廣繁 

地球テクトニクス実習Ⅰ 後 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

宇宙地球化学実習 後 伊藤正一・野口高明 

地層学実験 後 佐藤活志・成瀬 元 

地質科学野外巡検Ⅱ 後 生形貴男・成瀬 元 

地球惑星史基礎論 前 生形貴男・田上高広・野口高明 

地球惑星物質科学基礎論 前 下林典正・河上哲生 

地質科学表層プロセス基礎論 前 成瀬 元・渡邊裕美子 

地質科学内部プロセス基礎論 前 田上高広・堤 昭人・佐藤活志  

地史学実験 後 生形貴男・松岡廣繁 

鉱物科学実験 後 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

古生物学Ⅱ 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

鉱物学特論 前 下林典正・伊神洋平・三宅 亮 

変成岩岩石学 前 河上哲生・東野文子 

鉱物学実習 前 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

地球テクトニクス実習Ⅱ 前 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

理論テクトニクス 前 佐藤活志 

堆積学 後 成瀬 元 

古生物学実験 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

地球テクトニクスⅡ 前 堤 昭人・田上高広 
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全学共通科目 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球の物理 前 

久家慶子・金子善宏・大谷真紀子・清水以知

子・Bogdan Enescu・大倉敬宏・田口 聡・齊藤

昭則・松岡彩子・石岡圭一・坂崎貴俊・向川 

均・重 尚一・吉川 裕 

How the Earth Works: Environmental 

Change－地球の営み：環境変動－ 
前 Bogdan Enescu 

ILAS E2ゼミナール：Frontiers of 

Earthquake Science 
前 Bogdan Enescu 

プラズマ科学入門 後 齊藤昭則（分担） 

How the Earth Works: Earth’s 

History－地球の営み：地球史－ 
後 Bogdan Enescu 

ILAS E2ゼミナール： Earthquakes & 
Volcanoes - Prediction and Hazards 

後 Bogdan Enescu 

地球科学実験 後 風間卓仁（分担）・今城峻（分担） 

情報基礎演習［理学部］ 後 原田裕己（分担） 

自然災害の科学 後 清水以知子 

フィールド地球科学 前 成瀬 元（分担）伊藤正一（分担） 

地球科学実験 前 三宅 亮（分担）・佐藤活志（分担） 

ILASセミナー：鉱物の世界への誘い  

  ～鉱物好き，大集合！～ 
前 下林典正 

ILASセミナー：惑星・衛星の地学 前 山路 敦 

地球の誕生と進化 後 
生形貴男（分担）・野口高明（分担）・ 

河上哲生（分担） 

Introduction to Earth Science B-E2 後 Horst Zwingmann 

Field Earth Science-E2 後 Horst Zwingmann 

Advance Practice of Earth Science-E2 後 Horst Zwingmann 

 

2.1.2 課題演習 

 

課 題 名 担  当  教  員 

DA：固体地球系 久家慶子・大倉敬宏（阿）・大谷真紀子・清水以知子・風間卓仁 

DB：流体地球系 石岡圭一・吉川 裕・根田昌典（サ）・重 尚一・原田裕己・坂崎貴俊・ 

今城 峻（磁） 

DC：固体地球系 宮崎真一・清水以知子・金子善宏・大谷真紀子・風間卓仁・ 

大倉敬宏（阿）・楠本成寿（別）・横尾亮彦（阿）・宇津木充（別）・ 

中道治久（防）・浅野公之（防）・関口春子（防）・山本圭吾（防） 

DD：流体地球系 田口 聡・石岡圭一・吉川 裕・齊藤昭則・重 尚一・坂崎貴俊・ 

原田裕己・松岡彩子（磁）・今城 峻（磁）・小谷 翼（磁）・ 

高橋けんし（生） 

E1：地質科学研究法 1 山路 敦・佐藤活志・成瀬 元・生形貴男・東野文子 

E2：地質科学研究法 2 

 

三宅 亮・下林典正・野口高明・堤 昭人・渡邊裕美子・ 

山路 敦・松岡廣繁・佐藤活志・伊藤正一・伊神洋平・東野文子 

磁：地磁気世界資料解析センター， 防：防災研究所， 別：地球熱学研究施設， 

阿：地球熱学研究施設火山研究センター，生：生存圏研究所, サ：サイエンス連携探索センター 
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課題演習 DA・DB （地球物理学分野） 

・2024年度登録者 総計 28 名 

 ・2025 年度登録者 総計 26名 

 

課題演習 E1・E2 （地質学鉱物学分野） 

・2024年度登録者 総計 16名 

・2025 年度登録者 総計 16名 
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2.1.3 課題研究 

 

課   題  名 担   当   教   員 

T1：電磁気圏 

 

T2：大気圏・水圏 

T3：固体圏 

 

 

 

T11：地球テクトニクス 

T12：岩石学 

T13：鉱物学 

T14：地層学 

T15：地史学 

T16：宇宙地球化学 

田口 聡・松岡彩子(磁)・齊藤昭則・藤 浩明(磁)・宇津木 充(阿)・ 

原田裕己・今城 峻(磁) ・小谷 翼（磁） 

向川 均・石岡圭一・重 尚一・吉川 裕・大沢信二(別) ・坂崎貴俊 

宮﨑真一・久家慶子・金子善宏・ENESCU, Bogdan Dumitru・ 

清水以知子・風間卓仁・大倉敬宏(阿)・横尾亮彦（阿）・ 

楠本成寿（別）・大谷真紀子 

 

田上高広・ZWINGMANN, Horst・堤 昭人・渡邊裕美子 

河上哲生・東野文子 

下林典正・三宅 亮・伊神洋平 

生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

山路 敦・佐藤活志 

野口高明・伊藤正一 

  

磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設,  阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

 

・ 課題研究の題目(括弧内は指導教員名； 磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設   

阿：地球熱学研究施設火山研究センター) 

T1  低緯度 Pi2型地磁気脈動の南北半球・季節非対称性の研究（今城峻(磁)） 

T1  南極昭和基地 PANSY レーダーによる極域電離圏の IS エコー観測（齊藤昭則） 

T1  地球磁気圏における Upper Hybrid 高調波および Langmuir 高調波の統計解析（小谷翼(磁)） 

T1  機械学習による太陽風パラメータの復元（藤浩明(磁)） 

T1  水星磁気圏で観測される低エネルギーイオンについての研究（原田裕己） 

T1  カッシーニ探査機のベクトル磁場データに基づく土星固有磁場に関する研究（藤浩明(磁)） 

T2  JPCZの多様性と大気循環場（向川均） 

T2  海洋大循環モデルを用いた赤道潜流の再現実験（吉川裕） 

T2 東オーストラリアにおける 12月の降水量変動に及ぼす気候モードの影響（向川均） 

T2 大循環モデルを用いた始新世における海洋循環のシミュレーション（吉川裕） 

T2  次世代衛星レーダー観測に向けた大気鉛直流推定アプローチの比較検討（重尚一） 

T2 深層学習による自動前線解析における時系列情報活用と Attention機構による局所的説明の実現

（重尚一） 

T2 対流圏における鉛直層状構造の成因について（坂崎貴俊）  

T2  f 平面の傾圧トイモデル方程式による乱流の数値実験（石岡圭一） 

T3  2024年 Mw7.5能登半島地震における複雑な断層破壊過程のイメージング（金子善宏） 

T3 高温高圧下における蛇紋岩の変形実験：断層形成による脱水反応促進（清水 以知子） 

T3 前震活動とそれに伴う b値減少の物理的なメカニズムの解明（金子善宏） 

T3 陸水変動モデルを用いた箱根火山の相対重力変化の再現 （風間卓仁） 

T3 固体圧式変形試験機における新たな liquid cell の開発：内部摩擦の低減による精密応力決定

（清水 以知子） 

T3 浅間山 2004年噴火におけるダイク体積変化の再検討 （風間卓仁） 

T3 ナノインデンテーションによる蛍石（CaF2）の硬度計測：摩擦面の物性の理解のために（清水 以

知子） 



 

 6 

T3  Changes in b-values before and after the 2024 Noto Peninsula Earthquake（Bogdan 

Enescu） 

T3 人工衛星 GRACEのデータから読み取れる南極大陸の最近の重力時空間変化 （風間卓仁） 

T3 地震の破壊エネルギーはすべりの何乗に比例するか ―階層パッチ構造を含む動的破壊シミュレー

ションを通じて―（金子善宏） 

 

・課題研究の題目(括弧内は指導教員名) 

T11 段階エッチングによるモナザイトのフィッション・トラック分析（田上高広） 

芦生スギの炭素同位体比と年輪幅の古気候プロシキとしての検討（渡邊裕美子） 

T12 東南極セール・ロンダーネ山地アウストハーマレンに産する、ザクロ石―黒雲母片麻岩中のザク

ロ石斑状変晶が記録する温度圧力条件（河上哲生） 

東南極リュツォ・ホルム岩体ルンドボークスヘッタに産する苦鉄質片麻岩の温度圧力履歴（河上

哲生） 

T13 海洋コアコンプレックス中のかんらん石に含まれるラメラ状包有物の観察（伊神洋平） 

Aguas Zarcas 隕石のコンドリュール直径の統計分析を取り入れた鉱物学的研究と岩相の分類

（三宅 亮・松本 徹） 

新潟県糸魚川産糸魚川石の対称性について（下林典正） 

岡山県高瀬鉱山に産するプロト直閃石について（下林典正） 

T14 ニューラルネットワークを用いた検層データからの岩相判別：上下層準データの組み込みによる

精度向上（成瀬 元） 

Evaluation of the left-right asymmetry of the suture lines of aCretaceous ammonoid 

Gaudryceras striatum（生形貴男） 

T15 スタイロライトによる応力解析法の検証（佐藤活志） 

T15 trishear モデルによる断層伝播褶曲のパラメータ推定:安房層群清澄背斜の例  （佐藤活志） 

T15 古琵琶湖層群に分布する小断層を用いた応力逆解析（佐藤活志） 

T16 ドームふじ基地近傍の雪からの微粒子の回収と,宇宙塵とその他の微粒子の同定（野口高明） 

 

2.1.4 卒業後の進路 

 

地球物理学分野 

京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学 １６名 

他大学大学院への進学 ４名 

就職 ３名  西大和学園中学校・高等学校、 

㈱三菱 UFJ 銀行、 

ボストン・コンサルティング・ 

グループ（同） 

 

地質学鉱物学分野 

京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学     ９名 

他大学大学院への進学                  ２名 

就職                         ２名 （株）ステップワン、 

（株）リクルートマネジメント 

ソリューションズ 

就職準備中                      １名 

 

 

2.2 大学院 

2.2.1 特別講義 

・非平衡物理・統計力学 
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波多野恭弘（大阪大学大学院理学研究科 教授） 

・海洋物理学 

岡 顕（東京大学大気海洋研究所 准教授） 

・超高層物理学 

木村智樹（東京理科大学理学部 准教授） 

 ・プラズマ物理学 

  樋田美栄子（自然科学研究機構核融合科学研究所 教授） 

 ・測地学 

宗包浩志（国土地理院地理地殻活動研究センター 室長） 

・堆積学，古気候学，生命地球科学 

狩野彰宏（東京大学理学系研究科 教授） 

・鉱物学, 結晶成長学 

川野 潤（北海道大学理学研究院 准教授） 

 

 

2.2.3 大学院修士課程入学者 

 

（地球物理学分野） 

・入学試験 

・合格者 37名 

・出身大学 

京都大学理学部 16名, 岡山大学理学部 1名, 島根大学総合理工学部 1名, 熊本大学理学部 1名, 

名古屋大学理学部 1名, 静岡大学理学部 1名, 信州大学理学部 1名, 富山大学都市デザイン学部 1名, 

東北大学理学部 1名, 弘前大学理工学部 1名, 立命館大学理工学部 1名, 

中山大学地球科学・工学部 1名, Hawaii at Hilo大学 Geology学部 1名 

 

・国費留学生選抜試験 

・合格者数 1名 

 ・出身大学 

 スワビ大学地質学部 

 

（地質学鉱物学分野） 

・入学試験 

・合格者 12名 

・出身大学 

京都大学理学部 9名，静岡大学理学部 1名，大阪教育大学教育学部 1名，大阪市立大学理学部 1名 

 

 

2.2.4 大学院博士課程進学・編入学者 

 

（地球物理学分野） 

・進学・編入学試験 

・合格者数 3名 

・出身大学 

京都大学大学院理学研究科1名、西南交通大学大学院工学研究科1名、 
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ブラヴィジャヤ大学大学院数学と自然科学研究科1名 

・進学・編入学試験 

・合格者数：15名 

・出身大学 

京都大学大学院理学研究科13名, 名古屋大学大学院理学研究科1名,  

上海師範大学大学院建築工学院1名 

 

（地質学鉱物学分野） 

・進学・編入学試験 

・合格者数 2名 

・出身大学 

  京都大学理学研究科１名、オーストラリア国立大学地球科学研究科１名 

 

・進学試験 

・合格者数 3名 

・出身大学 

  京都大学大学院理学研究科3名  
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2.2.6 学位 

2.2.6.1 修士 

（地球物理学分野で審査をしたもの） 

No.  論 文 題 目 

1  
西南日本の沈み込み帯の Adjoint tomography に向けて―既存の 3次元速度構

造モデルの定量的評価― 

2  
地震動予測を広範化する拡張 PLUM法の開発 ― 2023年トルコ・シリア地震の

ケーススタディ 

3  
活火山熱水系における不均一系地球化学平衡に関する理論的ならびに観測的研

究 

4  大気の子午面構造を考慮した大気自由振動の固有値解析 

5  あらせ衛星による電子コニックの加熱高度と加熱特性の研究 

6  対流圏で観測されるプラネタリースケールの西向き移動性擾乱の統計解析 

7  梅雨期豪雨形成に及ぼす対流圏上層トラフの力学的効果に関する研究 

8  
インド洋の水温モードの季節依存性とインドモンスーンの年々変動の関係につ

いての研究  

9  かぐや低高度観測データを用いた太陽風月ミニ磁気圏相互作用の研究 

10  
バネ式相対重力計の重力連続観測で検出された 2022年トンガ火山噴火の大気

圧変動に伴う微小重力変化 

11  自己相似的なパルス性破壊における震源スペクトル特性の検証 

12  
ゲレロ地震空白域南東部におけるエンベロープ相関法によるファスト地震とス

ロー地震の震源決定 

13  
イオノゾンデ受信機網観測による電離圏スポラディック E層の水平構造および

水平移動の研究 

14  
火星の低周波火震 S1022a： その特異性とモーメントテンソルおよび震源時間

関数の波形インバージョンからみる特徴 

15  一枚亀裂試料の閉鎖に伴う浸透率・電気比抵抗・弾性波速度の同時測定 

16  

レシーバ関数に基づく四国下におけるプレート境界周辺の地震学的構造とテク

トニック微動の関係― 3 次元構造を考慮した理論および観測レシーバ関数の検

討 ― 

17  火星夜側電離圏の上流太陽風・IMF条件及び地殻磁場依存性に関する研究 

18  あらせ衛星によって観測された低周波ホイッスラーコーラス波動の空間分布 

19  大型大気レーダーを用いた降水雲内における大気鉛直流推定手法の開発 

20  砕波する風波のシミュレーションのための弱圧縮気液二相流モデルの開発 

21  黒潮続流の変動に及ぼすシャツキーライズの影響の評価 

22  現実地球の複雑性が地震の弾性・粘弾性変形に与える影響の評価 

 23  震源断層パラメターが大気波の励起に与える影響 
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 24  極を含む等緯度経度格子上の浅水波方程式に対する高速フーリエ解法 

 25  
乾燥大気力学コア(MCM)上で生じる QBO的振動についての考察と 3 次元スペク

トル MCMの新たな定式化 

 26  DAS記録の S/P振幅比を用いた震源メカニズム推定 

 27  台風通過時の海面水温低下に関する、PWPモデルの再現性能の検証および改良 

 28  ドローンを用いた斜面冷気流の観測的研究 

 29  
脆性塑性遷移領域における模擬剪断帯の塑性変形割合の推定と滑りの安定性解

析 

 30  レーダ反射強度の鉛直構造と雷放電頻度から見た線状降水帯の降水特性 

 31  房総半島沖における群発地震検出と小規模なスロースリップとの関連の調査 

 

 

（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 

No.  論 文 題 目 

1  
U-Pbジルコン年代測定で明らかにする領家帯花崗岩質マグマのパルス状貫

入：三重県中部地域の例 

2  腹足類における殻口の向きの機能形態 

3  幌満カンラン岩体に産する黒色カンラン石の包有物について 

4  
小断層解析及び数値解析を用いたマス・トランスポート・プロセスの挙動の

復元 : 上総層群黄和田層の例 

5  幾何学的形態測定を用いた，カモの個体発生と進化的変異の関係の解析 

6  
三浦半島南部三崎層中に発達するインブリケート衝上断層の幅広い滑り速度

範囲における摩擦特性 

7  
NWA7678 reduced CV3コンドライト隕石に含まれる暗色クラストの岩石学的

研究，及び宇宙化学的研究に基づく水質変質後の熱変成プロセスの評価 

8  
河川、潮汐、波浪がデルタ形態に与える影響：畳み込みオートエンコーダを

用いた定量的解明 

9  
東南極セール・ロンダーネ山地メーフィエルにおける複変成作用のペトロク

ロノロジー的研究 

10  
介形虫のポア・システムの配置は系統を反映するか：幾何学的形態測定学的

アプローチ 

11  
石垣島に遡上した古津波を引き起こした地震断層パラメータ：洞窟堆積物の

分布に基づく推定 

 

 

・令和６年度地球惑星科学専攻修士論文賞 

 荻野晃平（地球物理学） 

 西上直志（地球物理学） 

 藤田  駿（地球物理学） 

中野美玖（地質学鉱物学） 

明田将治（地質学鉱物学） 
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佐藤瑠晟（地質学鉱物学） 

 

 

2.2.6.2 博士 

（地球物理分野で審査をしたもの） 

氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

VICO LUTHFI 

IPMAWAN 

2024.9.24 Intrusion and Effusion Processes of Andesite Magma in the 

2010-2018 Activities at Sinabung Volcano, Indonesia, Based 

on Seismic Analyses 

秋山静佳 2025.1.23 衛星搭載降水レーダによる二周波観測を活用した降雪微物理特性

の推定に関する研究 

彭  嘉駿 2025.3.24 Detrital 10Be dilution modeling coupled with topographic 

analyses and coseismic landslide inventory mapping: 

Implications for landscape evolution of a high-relief 

mountainous range 

WU Shengshan 2025.3.24 Experimental Study on the Shear Behavior of Granular 

Materials: Implications for Rock Avalanche Hypermobility 

with Focus on Nanoparticles, Hydrous Minerals, and Grain 

Shapes 

 清水 陸 2025.3.24 衛星搭載降水レーダによる背の低い雲に伴う降水の検出手法の開

発 

中下早織 2025.3.24 アンサンブル感度解析とデータ同化を用いた階層構造を持つ気象

擾乱の予測可能性に関する研究 

Yan Changda 2025.3.24 Development of a theoretical framework for the postseismic 

gravity changes in a spherical Earth model based on non-

linear power-law upper mantle rheology and its application 

to M9 earthquakes 

入江健太 2025.3.24 対流圏上層寒冷低気圧の影響による台風の構造・経路変化に関す

る研究 

 

（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 

氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

南 沙樹 2024.3.24 Thermal/exhumation histories of Pliocene granitoid in the 

Tanigawa-dake area, central Japan revealed by 

thermochronology combined with 1D heat numerical modeling 

and Al-in-hornblende geobarometry 

 

2.2.7 大学院修了後の進路 

（地球物理分野） 

・修士課程 

京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学（13名） 

京都大学工学研究科進学（1名） 

東日本旅客鉄道㈱、西日本旅客鉄道㈱、日本気象㈱、NTT研究所、三菱自動車工業㈱、 

日本電気航空宇宙システム㈱、日鉄鉱業㈱、㈱NTTデータ、みずほリサーチ＆テクノロジーズ㈱、 

㈱日本総合研究所、応用地質㈱、アドソル日進㈱、パナソニック㈱、三菱電機ソフトウェア㈱ 

 

 ・博士課程 
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（財）リモート・センシング技術センター（技術職）、JFEアドバンテック㈱（技術職）、 

（財）電力中央研究所（研究職）、気象庁（技術職）、中国科学院（研究職）、 

中国西南交通大学（PD） 

 

（地質学鉱物学分野） 

・修士課程 

   京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学 4名、 

  住友金属鉱山（株）、東京電力エナジーパートナー（株）、（株）技術評論社、 

（株）村田製作所、ENEOS Xplora（株）、オックスフォード・インストゥルメンツ（株）、 

メディアミックス（株） 

 

・博士課程 

   日本原子力研究開発機構 
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付録 1．論文・報告書・著書 

 

◇論文 
（地球物理分野） 
An, L., Enescu, B., Peng, Z., Miyazawa, M., Gonzalez-Huizar, H., and Ito, Y., 2024. Dynamically triggered seismicity in 

Japan following the 2024 Mw7.5 Noto earthquake. Earth Planets Space, v. 76, n. 181, doi: 10.1186/s40623-024-
02127-z. 

An, L., Grigoli, F., Enescu, B., Buttinelli, M., Anselmi, M. Molinari, I., and Ito, Y., 2024. Offshore Fault Geometry 
Revealed from Earthquake Locations Using New State‐of‐Art Techniques: The Case of the 2022 Adriatic Sea 
Earthquake Sequence. Seismological Research Letters, v. 95, n 5, p. 2779–2790, doi: 10.1785/0220230264. 

Andoh, S., Saito, A. and Shinagawa, H. (2024), Physical mechanism for the temporary intensification of wintertime 
sporadic E layers in 2009, Earth, Planets and Space, 76, 60, https://doi.org/10.1186/s40623-024-01966-0   

Andoh, S., Saito, A. and Shinagawa, H. (2024), Sporadic E layer intensification in the winter of 2009 examined by 
FORMOSAT‐3/COSMIC RO data and GAIA model, Journal of Geophysical Research: Space Physics, 129, 
e2024JA033026. https://doi.org/10.1029/2024JA033026 

Aonashi, K., S. Akiyama, and S. Shige, 2025. Frozen Precipitation Particle Properties Estimated from Dual-frequency 
Precipitation Radar and GPM Microwave Imager, SOLA, 21, 108-116. doi: 10.2151/sola.2025-014 

Bantidi, T.M., Nishimura, T., Ishibe, T., Enescu, B., and Tuluka, G.M., 2025. Variability of ETAS parameters and their 
relationship with physical processes for earthquake forecasting in Africa. Earth Planets Space, v. 77, n. 29, doi: 
10.1186/s40623-025-02151-7. 

Bantidi, T.M., Ishibe, T., Tuluka, G.M., and Enescu, B., 2024. Estimating spatio-temporal variable parameters of 
Epidemic Type Aftershock Sequence model in a region with limited seismic network coverage: a case study of the 
East African Rift System. Geophysical Journal International, v. 239, n. 2, p. 882–900, doi: 10.1093/gji/ggae299. 

Gulia, L., Wiemer, S., Biondini, E., Enescu, B., and Vannucci, G., 2024. Improving the Foreshock Traffic Light Systems 
for Real‐Time Discrimination Between Foreshocks and Aftershocks. Seismological Research Letters, v. 95, n. 6, p. 
3579–3592. doi: 10.1785/0220240163. 

Hadid, L.Z., Delcourt, D., Harada, Y., Rojo, M., Aizawa, S., Saito, Y., André, N., Glass, A.N., Raines, J.M., Yokota, S., 
Fränz, M., Katra, B., Verdeil, C., Fiethe, B., Leblanc, F., Modolo, R., Fontaine, D., Krupp, N., Krüger, H., Leblanc, 
F., Fischer, H., Berthelier, J.J., Sauvaud, J.A., Murakami, G. and Matsuda, S. (2024), Mercury’s plasma environment 
after BepiColombo’s third flyby. Commun Phys 7, 316. https://doi.org/10.1038/s42005-024-01766-8 

Hadid, L.Z., Delcourt, D., Saito, Y., Fränz, M., Yokota, S., Fiethe, B., Verdeil, C., Katra, B., Leblanc, F., Fischer, H., 
Persson, M., Aizawa, S., André N., Harada, Y., Fedorov, A., Fontaine, D., Krupp, N., Michalik, H., Berthelier, J-J., 
Krüger, H., Murakami, G., Matsuda, S., Heyner, D., Auster, H.-U., Richter, I., Mieth, J. Z. D., Schmid, D. and 
Fischer, D. (2024), BepiColombo observations of cold oxygen and carbon ions in the flank of the induced 
magnetosphere of Venus. Nat Astron 8, 716–724. https://doi.org/10.1038/s41550-024-02247-2 

Hamada, A., C. Yokoyama, H. Tsuji, Y. Ikuta, S. Shige, M. Yamaji, T. Kubota, and Y. N. Takayabu, 2025. Spectral 
latent heating retrieval for the midlatitudes using GPM DPR . Part II: Development and consistency check of the 
retrieval algorithm. J. Appl. Meteor. Climatol., 45-61. doi:10.1175/JAMC-D-23-0218.1 

Harada, Y., Fujiwara, Y., Lillis, R. J., Deighan, J., Nakagawa, H., Sánchez-Cano, B., Lester, M., Futaana, Y., 
Holmström, M. and Frahm, R. A. (2024), Discrete Aurora and the Nightside Ionosphere of Mars: An EMM-MEX 
Conjunction of FUV Imaging, Ionospheric Radar Sounding, and Suprathermal Electron Measurements, Earth 
Planets Space 76, 64. https://doi.org/10.1186/s40623-024-02010-x 

Harada, Y., Saito, Y., Hadid, L. Z., Delcourt, D., Aizawa, S., Rojo, M., André, N., Persson, M., Fraenz, M., Yokota, S., 
Fedorov, A., Miyake, W., Penou, E., Barthe, A., Sauvaud, J. A., Katra, B., Matsuda, S. and Murakami, G. (2024), 
Deep entry of low-energy ions into Mercury’s magnetosphere: BepiColombo Mio’s third flyby observations. 
Journal of Geophysical Research: Space Physics, 129, e2024JA032751. https://doi.org/10.1029/2024JA032751 

Harada, Y., Sánchez-Cano, B., Lester, M. and Ippolito, A. (2025), Short-wave fadeout on Mars: Radio absorption in the 
dayside Martian ionosphere enhanced by solar flares, Icarus, Volume 425, 116342. 
https://doi.org/10.1016/j.icarus.2024.116342 

Hosokawa, K., Kataoka, R., Tsuda, T. T., Ogawa, Y., Taguchi, S., Zhang, Y. and Paxton, L. J.  (2024), Exceptionally 
gigantic aurora in the polar cap on a day when the solar wind almost disappeared, Science Advances, 10, 25, doi: 
10.1126/sciadv.adn5276. 

Hozumi, Y., Saito, A., Sakanoi, T., Yue, J., Yamazaki, A. and Liu, H. (2024), Geographical and seasonal variations of 
gravity wave activities in the upper mesosphere measured by space-borne imaging of molecular oxygen 
nightglow, Earth, Planets and Space, 76, 66, https://doi.org/10.1186/s40623-024-01993-x 

Hirahara, S., Deushi, M., Yoshida, K., Ishii, M., Sakazaki, T. and Naoe, H., 2025. Surface pressure semidiurnal tides 
and the stratospheric Quasi-Biennial Oscillation: Synchronization and disruption. Journal of Geophysical 
Research: Atmospheres, 130, e2024JD042710, https://doi.org/10.1029/2024JD042710. 

Imada, K., Harada, Y., Fowler, C. M., Collinson, G., Halekas, J. S., Ruhunusiri, S., DiBraccio, G. A. and Romanelli, N. 
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(2025), Magnetosonic waves in the Martian ionosphere driven by upstream proton cyclotron waves: Two-point 
observations by MAVEN and Mars Express, Icarus, 425, 116311. https://doi.org/10.1016/j.icarus.2024.116311 

Imamura, H., Yoshikawa, Y. and Fujiwara, Y., 2025. Direct numerical simulations of the nonbreaking surface-wave-
induced turbulence. Ocean Dynamics 75, 25. https://doi.org/10.1007/s10236-025-01674-7 

Inchin, P.A., Y. Kaneko, A.-A. Gabriel, T. Ulrich, L. Martire, A. Komjathy, et al. 2024. Three-dimensional numerical 
modeling of coseismic atmospheric dynamics and ionospheric responses in slant total electron content observations. 
Geophysical Research Letters, v. 51, e2023GL108068, doi:10.1029/2023GL108068. Kearse, J., Y. Kaneko, Y. 
Nozuka, C.W.D. Milliner, Y.-J. Hsu, and J.-P. Avouac. 2024. Strong asymmetry in near-fault ground velocity during 
an oblique strike-slip earthquake revealed by waveform particle motions and dynamic rupture simulations. Seismica, 
doi:10.26443/seismica.v3i2.1155. 

Ippolito, A., Sánchez-Cano, B. and Harada, Y. (2025), Effects of the September 2014 CMEs chain in the inner Solar 
System and the response of the Martian ionosphere, A&A, 695 A225. https://doi.org/10.1051/0004-
6361/202453169 

Kato, M., Harada, Y., Saito, Y., Yokota, S., Nishino, M. N., Takahashi, F., Shimizu, H., Xu, S., Poppe, A. R. and Halekas, 
J. S. (2025), Inhomogeneous electrostatic potentials on the dayside lunar surface in the terrestrial magnetotail lobes: 
The role of lunar crustal magnetic fields. Journal of Geophysical Research: Space Physics, 130, e2024JA033545. 
https://doi.org/10.1029/2024JA033545 

Koike, H. and Taguchi, S. (2024), Ion precipitation in the cusp for northward IMF and its relationship with magnetosheath 
flow, Earth Planets Space, 76, 80, doi: 10.1186/s40623-024-02011-w. 

Kotani, T., Toida M., Moritaka T. and Taguchi, S.  (2024), Generation of the harmonic structure of upper hybrid and 
electron cyclotron waves driven by energetic electrons, Plasma and Fusion Research, 19, 1201033, doi: 
10.1585/pfr.19.1201033. 

Kotani, T., Toida, M., Moritaka, T. and Taguchi, S. (2024), Parametric study of the harmonic structure of lower hybrid 
waves driven by energetic ions, Journal of Geophysical Research: Space Physics, 129, e2024JA032824, doi: 
10.1029/2024JA032824. 

Little, T.A., J. Kearse, Y. Kaneko, and R. Van Dissen. 2025. Geometry of curved slickenlines as a function of rupture 
direction, asperity durability and coseismic roughening of fault surfaces. Journal of Structural Geology, 
doi:10.1016/j.jsg.2024.105291. 

Masunaga, K., Terada, N., Leblanc, F., Harada, Y., Hara, T., Sakai, S., Yokota, S., Seki, K., Yamazaki, A., McFadden, J. 
P. and Usui, T. (2024), A Technique for Retrieving the Exospheric Number Density Distribution from Pickup Ion 
Ring Distributions, Planet. Sci. J., 5:180. https://doi.org/10.3847/PSJ/ad65d4 

Nakagawa, H., England, S. L., Kumar, A., Benna, M., Harada, Y., Sakai, S., Terada, N., Seki, K. and Yoshida, N., 
Different behavior of density perturbations between dayside and nightside in the Martian thermosphere and the 
ionosphere associated with atmospheric gravity waves, Journal of Geophysical Research: Space Physics, 129, 
e2024JA032988. https://doi.org/10.1029/2024JA032988 

Nakano, S., Sato, S. and Toh, H. (2024), Short-term prediction of geomagnetic secular variation with an echo state 
network. Earth Planets Space, 76, 121. https://doi.org/10.1186/s40623-024-02064-x 

Nishino, K. and Yoshikawa, Y., 2024. Numerical simulations on effects of turbulence on the size spectrum of sinking 
particles in ocean surface boundary layer, Frontiers in Earth Science, V.12. doi:10.3389/feart.2024.1427564 

Norisugi, R., Y. Kaneko, and B. Rouet-Leduc. 2024. Machine learning predicts earthquakes in the continuum model of a 
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Kaneko, Y., 2024. Potential links between foreshocks, slow slip and short-term earthquake predictability. Cargèse 

International Workshop on Earthquakes, Cargèse, France, October 14, 2024. （招待講演） 
Koike, H. and Yamauchi, M., Energization of outflowing O+ ions at the high-latitude boundaries, SMILE MWG 

meeting, May 2024, Shenzhen, Oral (Online) 
Kuge K., Exploring subducting lithosphere by seismic waves, The International Workshop on Mega Earthquakes and 

Tsunamis – Progress in 20 Years since the 2004 Sumatra-Andaman Earthquake and Future Perspectives, Sanjo 
Conference Hall, Univ. Tokyo, June 1, 2024. 

Ushijima, Y. and Yoshikawa, Y., 2024, Nonlinearly interacting entrainment due to shear and convection in the surface 
ocean, Workshop on turbulent mixing in Asian marginal seas, 2024年 11月 29日, Ehime University (Oral) 

今村 春香, 吉川 裕, 2024, 波解像数値モデルにおける浅水波の砕波のパラメタリゼーション, 愛媛大学沿岸環

境科学研究センター 2024年度共同利用研究集会 「海洋乱流の観測およびモデリングに関する研究集

会」, 2024年 11月 28日, 愛媛大学沿岸環境科学研究センター（口頭発表） 
小田雄大・風間卓仁, 2025. 2022年トンガ火山噴火の大気圧変動に伴う重力変化：鉛直不均質構造の場合, 

2024年度重力研究集会, 08, 小金井市, 2025年 3月 3日.（口頭） 
風間卓仁・山本圭吾, 2024. 桜島火山における相対重力時空間変動, 2024年度大規模火山噴火総合研究グルー

プ研究集会, 2-13, 鹿児島市, 2024年 12月 17日.（口頭） 
風間卓仁, 2025. 浅間火山における絶対重力連続観測を振り返る, 2024年度重力研究集会, 05, 小金井市, 2025
年 3月 3日.（口頭） 

小池春人, 地球磁気圏境界の磁気リコネクションによる電離圏アップフロー酸素イオンの加速, UJI 
Reconnection Workshop, 2024年 6月, オンライン, 口頭 

纐纈佑衣・清水以知子, 関東山地三波川の黒雲母帯における灰曹長石の出現条件, 変成岩などシンポジウム 
(Metamorphic Rocks and Beyond Symposium)，東北大学（仙台）, 2025年 3月 13日 

小濱瑞希・風間卓仁, 2025. 有限要素法を用いた地上重力変化の数値計算：2015年桜島ダイク貫入イベント

を例に, 2024年度重力研究集会, 11, 小金井市, 2025年 3月 3日.（口頭） 
重尚一, 2024, 雲・降水の衛星観測, 京都大学理学共創イノベーションコンソーシアム 2024: 第 4回サイエン

ス講座 大気科学研究の最前線 －衛星観測・データ解析・予測－, 京都, 2024年 10月 9日.（口頭, 招待講

演） 
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重尚一, 2025, 宇宙からの降水観測, 宇宙への挑戦‼スタートアップと研究者が語る未来, 京都, 2025年 1月 14
日.（口頭, 招待講演） 

田口聡, 京都大学理学研究科第 26回MACSコロキウム講演「太陽風が奥深く入ってくる場所での地球の大

気とプラズマの振る舞い」, 2024年 7月 8日 
永井嵩也・清水以知子, 熊澤型固体圧試験機における新たな liquid cell の開発：内部摩擦の低減による精密応

力決定, 変成岩などシンポジウム (Metamorphic Rocks and Beyond Symposium)，東北大学（仙台）, 2025
年 3月 13日 

中小路一真・清水以知子, 含水石英の再結晶組織, 変成岩などシンポジウム (Metamorphic Rocks and Beyond 
Symposium)，東北大学（仙台）, 2025年 3月 14日 

西上直志・風間卓仁, 2025. 粘弾性変形の時間発展における万有引力および弾性層の効果, 2024年度重力研究

集会, 02, 小金井市, 2025年 3月 3日.（口頭） 
西川 拓海, 吉川 裕, 今村 春香, 2024, 風と波が作る乱流による内部波の励起について, 愛媛大学沿岸環境科学

研究センター 2024年度共同利用研究集会 「海洋乱流の観測およびモデリングに関する研究集会」, 2024
年 11月 28日, 愛媛大学沿岸環境科学研究センター（口頭発表） 

西野圭佑, 吉川裕, 2024, 外洋表層の乱流による凝集・分裂が凝集体粒子の粒径に及ぼす影響に関する数値実

 験, 名古屋大学宇宙地球環境研究所・共同利用研究集会「CO2除去に関わる海の生物炭素ポンプ研究の

現 状と将来展望」, 2025年 3月 14日, 東京都中央区日本橋ライフサイエンスビルディング（口頭発

表） 
荻野竣右・纐纈佑衣・清水以知子, 低結晶化度炭質物のラマンスペクトル解析にレーザー強度が与える影響

の評価, 変成岩などシンポジウム (Metamorphic Rocks and Beyond Symposium)，東北大学（仙台）, 2025
年 3月 13日 

藤田駿. 乾燥大気大循環モデルで生じる QBO的振動の発生要因解明に向けた諸解析, 惑星大気研究会, オンラ

インセミナー第 126回, オンライン, 2024年 7月 22日(口頭) 
舩津圭汰・風間卓仁, 2025. 浅間山 2004年噴火におけるダイク体積変化の再検討. 2024年度重力研究集会, 06, 
小金井市, 2025年 3月 3日.（口頭） 

本多亮・今西祐一・西山竜一・池田博・山本圭吾・風間卓仁・名和一成・堀川卓哉・澤田明宏・伊藤武男・

松廣健二郎・岡田真介・田崎陽平・花木結人, 2025. 富士山の 2024年度重力観測と観測網の現状, 2024年
度重力研究集会, 13, 小金井市, 2025年 3月 3日.（口頭） 

向川均, 2024. 大気大規模運動の力学と予測可能性変動, 日本気象学会気象夏の学校 2024, オンライン, 2024 年
8 月 31 日.（口頭, 招待講演） 

向川均, 2024.数値天気予報の仕組みとその応用, 京都大学理学共創イノベーションコンソーシアム 2024: 第 4
回サイエンス講座 大気科学研究の最前線 －衛星観測・データ解析・予測－, 京都, 2024年 10月 9日.
（口頭, 招待講演） 

山本圭吾・風間卓仁・今西祐一・西山竜一, 2025. 1990年代以降の桜島火山における精密重力測定, 2024年度
重力研究集会, 10, 小金井市, 2025年 3月 3日.（口頭） 

吉川 浩一朗, 吉川 裕, 馬場 康之, 久保 輝広, 2024, 夏季田辺湾における乱流と水温構造の観測・解析, 九州大学

応用力学研究所共同利用研究 「微細規模から惑星規模にかけての海洋力学過程と規模間相互作用の研

究」, 2024年度研究集会 2024年 10月 25日, 九州大学応用力学研究所（口頭発表） 
吉川 浩一朗, 吉川 裕, 馬場 康之, 久保 輝広, 2024, 夏季田辺湾における乱流強度と混合層深度の観測・解析, 愛
媛大学沿岸環境科学研究センター 2024年度共同利用研究集会 「海洋乱流の観測およびモデリングに関す

る研究集会」, 2024年 11月 28日, 愛媛大学沿岸環境科学研究センター（口頭発表） 
吉川浩一朗, 吉川裕, 馬場康之, 久保輝広, 2024, 夏季田辺湾における混合層深度と乱流強度に水面波が及ぼす

 影響, 令和６年度 京都大学防災研究所 研究発表講演会, 2025年 2月 20日, 京都大学防災研究所（口頭発

 表） 
吉川浩一朗, 吉川裕, 馬場康之, 久保輝広, 2024, 夏季田辺湾における乱流と混合層深度の観測および水面波に

 よる影響 , 名古屋大学宇宙地球環境研究所・共同利用研究集会「海洋波および大気海洋相互作用に関する

 ワークショップ 」, 2025年 3月 4日, 名古屋大学宇宙地 球環境研究所（口頭発表） 
吉川 裕, 今村 春香, 2024, 海洋の水面波が引き起こす乱流の機構と特性について, 九州大学応用力学研究所共

 同利用研究集会「地球流体における波動と対流現象の力学」, 2025年 3月 3日, 九州大学応用力学研究所

 （口頭発表） 
漁野光紀・石岡圭一, 2025. 曲面上の 2 次元流体における渦度場のフィラメント化と流れ領域の曲率, 九州大

学応用力学研究所共同利用研究集会・地球流体における波動と対流現象の力学, 福岡県春日市, 2025年 3
月 3日. (口頭) 

若林環・大倉敬宏・風間卓仁・石井杏佳・廣瀬仁, 2025. 阿蘇火山における 2019-2020年の火山活動に伴う地

殻変動の解析, 2024年度重力研究集会, 09,小金井市, 2025年 3月 3日.（口頭） 
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高谷真樹, 2025. 研磨片製作における合金包埋の試み, 総合技術研究会 2025筑波大学, P_08_05, 筑波, 2025年 3
月 5–7日. 

三宅亮, 近畿化学協会主催，公益財団法人海洋化学研究所共催 京都化学者クラブ第 416回例会, 2025年 2月 1
日 

 
 
付録 3．その他の活動 

 
◇ 野外調査（海外） 
特になし 

 

◇ 観測 
測地学研究室：京都大学理学部 1号館重力測定室, 相対重力計による重力連続観測 
測地学研究室：京都大学理学部 1号館重力測定室, MEMS式圧力計による大気圧連続観測 
測地学研究室：京都大学理学部 1号館屋上, マス型雨量計による雨量連続観測 
物理気候学研究室：京都大学理学部 1号館屋上, 雨滴粒径分布連続観測 

古城侑季, 齊藤昭則：イオノゾンデ電離圏反射電波の熊本県南阿蘇村, 宮崎県宮崎市, 大分県別府市, 高知

県黒潮町における観測 

田口 聡：ノルウェー・スバールバル諸島でのオーロラ・大気光連続観測 

田口 聡，原田裕己：ノルウェー・スバールバル諸島での磁場連続観測 

眞砂海斗・坂崎貴俊：上賀茂試験地でのドローン観測 

吉川 裕：和歌山県白浜沖観測塔での表層海洋流況観測 

 

◇ 国際共同研究 
Bogdan Enescu: Location of earthquakes with relatively poor station coverage (with Prof. Francesco Grigoli, University 

of Pisa, Italy) 
重 尚一：国際降水作業グループ IPWG (International Precipitation Working Group), 2001年に世界気象機関

WMO (World Meteorological Organization) /気象衛星調整会議 CGMS (Coordination Group for Meteorological 
Satellites)の下部組織として発足。世界各国の研究チームが作成した種々の降水マップを、日本のレーダ

ー・アメダス解析雨量を用いて評価する日本域検証ページ(http://www-ipwg.kugi.kyoto-
u.ac.jp/IPWG/sat_val_Japan.html)を運営し、IPWG国際検証ネットワークの確立に貢献している。 

 
Horst Zwingmann：Opalinus milling study （2022年度〜2024年度），スイス連邦 原子力安全検査局, 粘土鉱物

の同位体比に及ぼす物理的変形の影響の評価を目的として共同研究を進めている． 
Horst Zwingmann: Collaboration study fault dating (2023～2024年度), カナダ 地質調査所， K-Ar dating of the 

Llewellyn fault zone in the tectonic and ore system evolution of the Canadian Cordillera. 
Horst Zwingmann: Joint PhD study (202４～202６年度), オーストラリア CSIRO Energy，Tectonic History of the 

Danube Fault, Germany: A Geochronological Approach.  
Horst Zwingmann: Joint research study between Kyoto University, with University of Sassari, Italy and CSIRO Energy, 

Australia.J (202４～202５年度), Geological evaluation of the Einstein Telescope candidate site of Sardinia, Italy 
(Constraining brittle deformation and Mesozoic evolution of the Variscan crust in the Einstein Telescope candidate 
site of Sardinia, Italy).  

河上哲生：イタリア Padova 大学（Bernardo Cesare 教授）との、東南極リュツォ・ホルム岩体ルンドボーク

スヘッタの超高温変成岩中のメルト包有物に関する共同研究 
河上哲生：フィリピン・フィリピン大学 Diliman校（Valera Gabriel Theophilus Vinalay 博士、Betchaida D. 

Payot 教授）との、パラワン・オフィオライトのメタモルフィックソールに関する共同研究 
河上哲生・工藤駿平：ネパール・トリブバン大学の Lalit Rai 博士との、ネパールヒマラヤの変成岩類の温度

-圧力-時間履歴解析に基づく衝突帯テクトニクス解析に関する共同研究 
田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2010年度〜2024年度），オーストラリア メルボルン大学，フラン

ス パリ大学, スイス ローザンヌ大学，ドイツ ライプニッツ研究所，日本列島の山地形成過程の復元を

目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 
田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2019年度〜2024年度），フィリピン フィリピン大学，ルソン弧

の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 
田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2021年度〜2024年度），ブルガリア ソフィア大学，アルプス造

山帯東部の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 
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◇ 社会的貢献 
石岡 圭一：SACRA Science Program 2024，A mock lecture and demonstration laboratory experiment on geophysical 

fluid dynamics，京都市, 2024年 9月 9日 
荻野晃平：地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）2024年一般公開イベント「地球・宇宙のミステリーを

語りつくせ！科学探偵になろう！」, 立川市,  2024年 11月 
坂崎 貴俊： ジュニアドクター育成塾, 「雲のでき方・育ち方」, 大津市, 2024年 10月 6日 
加藤正久：地球電磁気・地球惑星圏学会 (SGEPSS) 2024年一般公開イベント「地球・宇宙のミステリーを語

りつくせ！ 科学探偵になろう！」, 国立極地研究所, 2024年 11月 23日 
久家慶子：インタビュー記事「大学での学びの内容を知る①(理学系)」、東進進学情報 vol.475、1-2、

2024年 7月 5日 

久家慶子：講演「揺れでみる地球や地震、それから南海トラフ地震」、四天王寺高校生訪問（理学部受

入）、2024年 8月 23日 

久家慶子：講演「阪神・淡路大震災後の日本地震学会の取組・活動」、防災学術連携体シンポジウム「阪

神・淡路大震災３０年、社会と科学の新たな関係」（オンライン）、2025 年 1月 7日 

久家慶子：講演「兵庫県南部地震の地震学へのインパクト」、日本学術会議シンポジウム「阪神淡路大震災

30 年―その後の日本社会をいかに変えたか―」（ハイブリッド）、日本学術会議講堂（東京・乃木

坂）、2025 年 1月 15日 

久家慶子：講演「地震のはなし」、京大理学コンソーシアム出張講演、ENEOS Xplora（株）（旧：JX石油

開発）（東京・大手町）、2025 年 3月 24日 

小池春人：京都大学高大連携事業 学びコーディネーター 出前講義「熱中する研究者と出会おう」, 広島市

立基町高等学校, オンライン講義, 2024年 10月 18日. 

齊藤昭則：一般向け講演会「南極・北極から地球の SDGsを考える」, 国立極地研究所, 2024年 8月 20日 

齊藤昭則：一般向け講演会「2024年度 先生のための気象教育セミナー」（日本気象学会主催）, 港区立み

なと科学館, 2025 年 1月 12日. 

齊藤昭則：出前授業、船橋市立船橋中学校, 2025 年 2月 20日. 

齊藤昭則：一般向け講演会, e-とぴあ・かがわ, 2025 年 3月 22日. 

藤田 駿：学び舎石田塾 面白コース第 67回 「いかにして天気予報は作られるか？」，京都市, 2025年 3月 23
日 

八島和輝：地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）2024年一般公開イベント「地球・宇宙のミステリーを

語りつくせ！ 科学探偵になろう！」, 国立極地研究所, 2024年 11月 23日 
吉川 裕： ジュニアドクター育成塾, 乗船実習, 大津市, 2024年 10月 13日 
 
伊神洋平：研究室見学対応（兵庫県立長田高校）, 2024年 8月 1日 
河上哲生：京都大学キッズコミュニティ(KuSuKu) アカデミックプログラムの実施，2024年 8月 
下林典正：公益財団法人 益富地学会館 益富地学賞選考委員（審査委員会：2024年 12月 22日） 
高谷真樹：研究室見学対応（兵庫県立長田高等学校）, 2024年 8月 1日 
中野美玖・東野文子・河上哲生：姫路東高校科学部 EPMA分析受入れ（女子高生向け理学探究活動推進事

業 COCOUS-R） 
野口高明 2024, 京大知の森 特別講演，京都大学国際科学イノベーション棟 5階 HORIBAシンポジウムホー

ル，2024/12/15 
野口高明 2024, 京都大学総合博物館特別展示公開イベント講演，京都大学総合博物館，2024/9/22.  
野口高明 2024, 金曜天文講話オンライン講演，024/10/25． 
野口高明 2024. 京都大学総合博物館特別展示公開イベント講演（6回開催），京都大学総合博物館，

2024/8/21-23.  
野口高明 2024. 関東 SSH女子高イベント講演，京都大学理学部及び総合博物館，2024/7/23 
野口高明，北村悠樹，竹之内惇志 2024. 京都大学アカデミックデイ 2024 研究者と立ち話，御池ゼスト，

2024/9/21 
野口高明 2024. 京都大学理学研究科地球惑星科学専攻 JpGU2024ブースミニレクチャー講演，幕張メッ

セ，千葉，2024/5/26. 
東野文子（分担）：研究室見学研修対応（三重県桑名高等学校），2024年 8月 1日 
三宅亮：研究室見学対応（兵庫県立長田高校）, 2024年 8月 1日 
渡邊裕美子（分担）： 研究室見学研修対応（三重県桑名高等学校），2024年 8月 1日 
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◇ 各種役員・非常勤講師・編集員等 

石岡圭一：日本惑星科学会情報部会委員 
石岡圭一：日本気象学会関西支部常任理事 
大谷真紀子：日本地震学会 代議員 
大谷真紀子：日本地震学会 表彰委員会委員 
大谷真紀子：日本地球惑星科学連合 代議員 
大谷真紀子：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション プログラム委員 
大谷真紀子：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション ボードメンバー 
大谷真紀子：東京大学地震研究所 共同利用委員会委員 
風間卓仁：日本測地学会第 51・52 期評議員 
久家慶子：（公）日本地震学会・会長 

久家慶子：（公）日本地震学会・IASPEI委員会・委員長 

久家慶子：（公）日本地震学会・学生優秀発表賞選考小委員会・委員 

久家慶子：日本学術会議・連携会員 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG 分科会・幹事 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG 分科会 IASPEI 小委員会・委員長 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会人材育成分科会高等教育検討小委員会・幹事 

久家慶子：日本地球惑星科学連合・代議員 

久家慶子：日本地球惑星科学連合・固体地球科学セクションボードメンバー 

久家慶子：地震予知連絡会・委員 

久家慶子：東京大学地震研究所・協議会・協議員 

久家慶子：国立研究開発法人建築研究所・研修・普及委員会・委員 

久家慶子：内閣府・南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会・委員 

久家慶子：京都大学防災研究所地震災害研究センター・運営協議会・3号委員 

齊藤昭則：日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会電離圏電波伝搬小委員会委員 

齊藤昭則：文部科学省宇宙航空科学技術推進委託費審査評価会専門ワーキンググループ委員 

齊藤昭則：国立極地研究所南極観測計画アドバイザー 

齊藤昭則：国立極地研究所非干渉散乱レーダ委員会 EISCAT特別実験審査部会委員 

齊藤昭則：電子航法研究所・客員研究員  

齊藤昭則：名古屋大学宇宙地球環境研究所国際連携研究センター運営委員 

齊藤昭則：成蹊大学サステナビリティ教育センター客員フェロー 

齊藤昭則：静岡大学 STEAM教育研究所客員准教授 

齊藤昭則：京都大学生存圏研究所ＭＵレーダー/赤道大気レーダー共同利用・共同研究専門委員会委員 

坂崎貴俊： International Commission on the Middle Atmosphere (ICMA), Member 
坂崎貴俊：日本気象学会気象集誌 編集委員 
坂崎貴俊：日本学術会議委員（環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP合同分科会 APARC小

委員会） 
坂崎貴俊：日本学術会議委員（地球惑星科学委員会地球惑星科学国際連携分科会 SCOSTEP-STPP小委員

会） 
重 尚一：日本気象学会気象集誌 編集委員 

重 尚一：日本気象学会学術委員会データ利用部会 委員 

重 尚一：宇宙航空研究開発機構全球降水観測計画利用検討委員会 委員 
重 尚一：日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP 合同分科会 GEWEX 小委員会委

員 
重 尚一：日本学術会議地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会地球観測将来構想小委員会 委員 
重 尚一：NASA JAXA Joint PMM (Precipitation Measurement Mission) Science Team Member 
重 尚一：NASA ACCP (Aerosol, Cloud, Convetion and Precipitation) Science Impact Team Member 
重 尚一：IPWG (International Precipitation Working Group) Orographic Precipitation Focus Group Co-Chair 
清水以知子：日本地質学会 代議員 
清水以知子：日本学術振興会科学研究費委員会 委員 
清水以知子：山田科学振興財団 審査委員 
田口 聡：情報・システム研究機構国立極地研究所 EISCATレーダー運営委員会委員 
田口 聡：自然科学研究機構国立天文台理科年表編集委員会委員 
田口 聡：自然科学研究機構核融合科学研究所ユニット研究戦略会議委員 
原田裕己：地球電磁気・地球惑星圏学会運営委員 
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原田裕己：SGEPSS 地球惑星圏環境分科会世話人 
向川  均：日本気象学会気象研究コンソーシアム委員会 委員 

向川 均：気象庁異常気象分析検討会 委員 

吉川 裕：日本海洋学会 評議員 
吉川 裕：日本地球惑星科学連合 代議員 
吉川 裕：日本地球惑星科学連合  大気水圏科学セクション ボードメンバー 
吉川 裕：日本地球惑星科学連合  学生優秀発表賞小委員会委員 
Bogdan Enescu: 統計数理研究所・客員准教授 

Bogdan Enescu: Lead Guest Editor, Earth Planets and Space,「New trends in data acquisition, 

analysis and interpretation of seismicity」Special Issue 

Bogdan Enescu: Associate Editor, Journal of Geophysical Research – Solid Earth 

 

 

生形貴男：日本古生物学会 評議員 
生形貴男：日本古生物学会 電子ジャーナル担当常務委員 
生形貴男：日本古生物学会 Paleontological Research Associate editor 
生形貴男：日本古生物学会 和文誌「化石」編集委員 
生形貴男：日本古生物学会 法人化実行委員会副委員長 
生形貴男：日本地球惑星科学連合 地球生命科学セクション サイエンスボード 
生形貴男：日本地球惑星科学連合 広報普及委員 
生形貴男：日本地質学会 古生物部会長 
生形貴男：日本学術会議 第三部地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 IPA 小委員会委員 
生形貴男：特定非営利活動法人 ScholAgora 理事 
河上哲生：一般社団法人日本地質学会 南極地質研究委員会 委員 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 岩石部会 部会長 (2024.9まで) 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 連携事業委員会委員 (2024.6まで) 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 代議員 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション サイエンスボード 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション 幹事 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合 代議員 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 理事 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 将来企画委員会委員 

河上哲生：情報・システム研究機構 国立極地研究所, 二次イオン質量分析研究委員会委員 

河上哲生；Progress in Earth and Planetary Sciences誌 編集委員 

河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences誌 編集委員 

河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences誌 副編集長 

佐藤活志：日本地球惑星科学連合 広報普及委員 
佐藤活志：日本地質学会 構造地質部会 ホームページ担当 
下林典正：京都府教育委員会 京都府文化財保護審議委員（2024年 4月 1日〜2026年 3月 31日） 
下林典正：京都府埋蔵文化財研究センター 理事（2023年 4月 1日〜2025年 3月 31日） 
下林典正：日本鉱物科学会 欧文誌「Journal of Mineralogical and Petrological Sciences」編集委員 
下林典正：日本鉱物科学会 監事（2024年 9月まで） 
下林典正：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 
田上高広：日本学術会議 地球惑星科学委員会 IUGS分科会 地質年代学小委員会委員長 
田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション ボードメンバー  
田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション 表層変動熱年代学フォーカスグループ 委員

長 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 理事 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 代議員 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション サイエンスボード 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 財務委員長 
成瀬 元：日本堆積学会 運営委員 
成瀬 元：J-DESC IODP 部会執行委員 
成瀬 元：京都府環境審議会温泉部会委員 
成瀬 元：京都府環境影響評価専門委員 
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野口高明：Meteoritical Society, Fellow 
野口高明：国立極地研究所 南極隕石研究委員会委員 
野口高明：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 
野口高明：日本鉱物学会 鉱物学会賞選考委員会 委員（副委員長） 
東野文子：一般社団法人日本地質学会 代議員 

東野文子：公益社団法人日本地球惑星科学連合 代議員 

東野文子：公益社団法人日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション サイエンスボード 

東野文子：公益社団法人日本地球惑星科学連合 顕彰委員会 学生優秀発表賞小委員会委員 

東野文子：一般社団法人日本鉱物科学会 Elements幹事 

東野文子：一般社団法人日本鉱物科学会 Elements Society News Editor 

東野文子：一般社団法人日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」 編集委員 

三宅 亮：一般社団法人日本鉱物科学会 JMPS 学生論文賞選考委員会 委員 
三宅 亮：一般社団法人日本鉱物科学会 理事 
三宅 亮：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 
 
 
◇ 非常勤研究員・非常勤講師等 
大谷真紀子：産業技術総合研究所 客員研究員 

風間卓仁：神奈川県温泉地学研究所 客員研究員（2024年 8月 1日～2025 年 3月 31日） 

風間卓仁：京都工芸繊維大学非常勤講師 集中講義「地学実験」（2024年 9月 24～26 日） 

久家慶子：国立研究開発法人建築研究所・国際地震工学センター研修講義「Earthquake Source Process」, 

2025 年 3月 10日–12日 

原田裕己：大阪電気通信大学非常勤講師 集中講義「地学実験」, 2024年 5月 11日, 18日, 25日, 6月 8

日, 15日 

吉川裕：東北大学理学研究科 集中講義 
 

佐藤活志：同志社女子大学 嘱託講師 
野口高明：国立極地研究所・自然科学研究機構 客員教授 
野口高明：東京大学理学系研究科 非常勤講師 
三宅亮：熊本大学理学部 非常勤講師 
渡邊裕美子： 同志社女子大学 嘱託講師 
 
 
◇ 招聘研究者・客員研究者 
GRIGOLI, Francesco (University of Pisa, イタリア): 研究課題「Next generation seismicity analysis 

using machine learning」受け入れ予算：科学研究費助成事業（科学研究費補助金）外国人招へい研究

者（短期）, 期間：2024年 5月 20日 - 2024年 6月 30日  
 
 

◇ 受けた招聘 
なし 
 
 
付録 4．助成金 

◇ 競争的資金・助成金等 
（地球物理学分野） 
石岡圭一（分担）：大気自由振動モード群の時間変動：メカニズムとその影響, 科学技術研究費補助金, 基盤

研究(B)（令和 6–9年度）, 令和 6年 300千円 
石岡圭一（分担）：大気ブロッキングに内在する予測障壁の出現条件とメカニズムの解明, 科学技術研究費

補助金, 基盤研究(B)（令和 5–8 年度）, 令和 6年 750千円 
石岡圭一（代表）：3 次元スペクトル大気大循環モデルの改良とそれを用いた新たな大気力学研究手法の開

拓, 科学技術研究費補助金, 基盤研究(C)（令和 6–9年度）, 令和 6年 1300千円 
荻野晃平（代表）：アメリカ地球物理学連合での研究発表とNASA・GSFCの訪問, 2024年度前期 京都大学

大学院教育支援機構（DoGS）海外渡航助成金, 2024年度 399千円 
風間卓仁（代表）：重力観測の高度化に基づく固体地球ダイナミクス研究の新展開, 東京大学地震研究所・

特定共同研究(B) （令和 4–6年度）, 令和 6年度 933千円 
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風間卓仁（代表）：広帯域重力観測を用いた活動的火山におけるマグマ質量移動プロセスの解明, 学術研究

助成基金・基盤研究(C)（令和 4–7年度）, 令和 6年度 600千円 
風間卓仁（分担）：時刻と二次元位置を同時に測定する高抵抗板検出器の開発, 国立研究開発法人科学技術

振興機構 経済安全保障重要技術育成プログラム 宇宙線ミュオンを用いた革新的測位・構造物イ

メージング等応用技術, 令和 6年度 4885千円 
加藤正久 (代表)：複数の月面電位推定手法の比較研究と月プラズマ国際会合への参加, 2024 年度前期 京都

大学大学院教育支援機構 (DoGS) 海外渡航助成金, 2024年度 260千円 
金子善宏（代表）：震源断層における普遍的なパルス性破壊の成因, 科学研究費 基盤研究（C）（令和

5–７年度）, 令和 6年度 140万円 
金子善宏（分担）：時空間マルチスケールモデルからの予測：大規模計算と Slow-to-Fast 地震学, 科学研究費

補助金・学術変革領域研究(A)（令和 3–7年度）, 令和 6年度 1000万円 
金子善宏（分担）：IdealQuake を核とした新たな設計用地震動構成法の開発, 科学研究費 基盤研究（B）

（令和 5–8年度）, 令和 6年度 20万円 
小池春人（代表）：磁気リコネクションにおけるプラズマ速度シアの役割の観測的実証, 科学研究費・特別

研究員奨励費(令和 6–7年度), 令和 6年度 1100 千円 
坂崎貴俊（代表）：大気自由振動モード群の時間変動：メカニズムとその影響, 科学技術研究費補助金, 基盤

研究(B)（令和 6–9年度）, 令和 6年 4,200千円 
坂崎貴俊（代表）：大気のリズムの多階層構造と地球システムにおける役割, JST創発的研究支援事業（令和

6–9年度）, 令和 6年度 6,500千円 
坂崎貴俊（分担）：最新観測と気候モデルを駆使した成層圏準二年周期振動の地表影響機構の解明, 科学技

術研究費補助金, 基盤研究(B)（令和 6–9年度）, 令和 6年度 1,500千円 
重 尚一（代表）：次期バージョン GSMaPマイクロ波放射計降水推定アルゴリズムの開発と SLHアルゴリズ

ムの改良, 受託研究費（宇宙航空研究開発機構）（令和年度）1068万円 
重 尚一（代表）：レーダリモートセンシングを駆使した層状性降水過程の解明, 科学技術研究費補助金, 基盤

研究(A)（令和 4年度–令和 6年度）, 令和 6年度 800万円 
重 尚一（代表）：インドネシア気象レーダ網観測の高精度化と衛星降雨推定手法開発への応用, 科学技術研

究費補助金, 国際共同研究強化(B)（平成 30–令和 6年度） 
清水以知子（代表）：石英, 科学研究費基金・基盤（B）（平成－令和 4年度）, 総額 1440 万円, （令和 6年

度配分額 800万円） 
清水以知子（分担）：実験・理論的アプローチによる断層ダイナミクスの高度化, 受託金・災害の軽減に貢

献するための地震火山観測研究計画（東京大学地震研究所）（令和 6－10年度）, 配分額 350万円
（令和 6年度 150万円）. 

清水以知子（代表）：高温高圧下における速度状態依存摩擦構成則の物理素過程,  （東京大学地震研究所一

般共同研究）（令和 6年度）, 配分額 27万 1千円 
田口 聡（代表）：極冠域境界に見られる熱的現象の解明：アルベーン波の観測を通したアプローチ,科学技

術研究費補助金, 基盤研究(B)（令和 4–令和 7年度）, 令和 6年度 83万円 
原田裕己（代表）：多点観測から迫る火星系における電離気体の動態, 科学研究費・若手研究（2022 年度-

2024年度）, 2024年度 700千円  
原田裕己（分担）：極冠域境界に見られる熱的現象の解明:アルベーン波の観測を通したアプローチ, 科学研

究費・基盤研究(B)（2022-2025年度）, 2024年度 220千円 
向川均（代表）：大気ブロッキングに内在する予測障壁の出現条件とメカニズムの解明, 科学研究費補助金, 

基盤研究（B）（令和 5－8年度）, 令和 6年度 3,400千円 
吉川 裕（代表）：波成乱流の水槽実験, 九州大学応用力学研究所全国共同利用研究経費, 令和 6年度 253

千円（九州大学での執行） 

吉川 裕（代表）：海洋表層乱流および混合層深度の現地観測, 京都大学防災研究所共同研究経費, 令和 6

年度 852千円 

吉川 裕（代表）：海洋水面波が引き起こす乱流混合の相似則と日本周辺気候に与える影響の評価, 科学研

究費補助金基盤研究(A)（一般）（令和 4–8 年度）, 令和 6年度 4300千円 

吉川 裕（分担）：ジオラマ・パノラマ環境下における有害赤潮藻の集積アルゴリズムの解明, 科学研究費

補助金学術変革領域研究(A)（令和 3–令和 7年度）, 令和 6年度 1000千円 
 
 
（地質学鉱物学分野） 
伊神洋平（代表）：含水鉱物の階層構造イメージングによる小惑星最表層の含水化／脱水化統一モデル, 科

学研究費・若手研究（令和 6–7年度）, 1,600千円 
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伊神洋平（分担）：ラマン地質圧力計の熱水ダイヤモンドアンビルセルを用いた実験的研究, 科学研究費補

助金・基盤研究（B）（名古屋大学・纐纈 佑衣）（令和 4–7年度）, 300千円 
伊神洋平（分担）：マルチモーダル電子ビーム制御による原子サイト選択的物性値定量マッピング, 科学研

究費補助金・基盤研究（B）（名古屋大学・大塚真弘）（令和 5–8年度）, 500千円 
伊神洋平（分担）：ラマン分光法による新たな結晶欠陥解析法の開発, 科学研究費補助金・基盤研究（C）

（早稲田大学・田口知樹）（令和 5–8年度）, 200千円 
伊神洋平（分担）：宇宙塵と小天体の中間赤外分光の比較と分析から解明する太陽系小天体の大規模軌道変

化, 科学研究費補助金・基盤研究（A）（京都大学・野口 高明）（令和 6–10年度）, 380千円 
伊神洋平（分担）：非暴露局所分析による小惑星リュウグウ試料からの高揮発性アンモニウム塩の検出, 科

学研究費・基盤研究（B）（京都大学・松本徹）（令和 6–8年度）, 100千円 
伊藤正一（代表）：挑戦的研究(開拓) 軽元素及び重元素同位体イメージングが切り拓く新しい太陽系起源物

質の評価方法 科学研究補助金  
伊藤正一（分担）：基盤研究（A）先端中性子結晶学と局所質量分析による地球内部水素の研究 科学研究

補助金 
伊藤正一（分担）：基盤研究（A）隕石ナノ粒子の大規模化学マイニング 科学研究補助金 
伊藤正一（分担）：基盤研究（B）核－マントル間の炭素同位体分別係数の決定：地球内部炭素循環の解明

に向けて 科学研究補助金 
伊藤正一（分担）：基盤研究（B）地球最古の鉱物に保存された微小包有物から地球の水の起源を読み解く 

科学研究補助金 
伊藤正一（分担）基盤研究（A）隕石超微粒子高速高精度測定による超新星 r過程元素起源の直接的検証 

科学研究補助金 
河上哲生（代表）：超高空間分解能マルチ年代測定によるプレート収斂境界のテクトニクス解析の新展開, 

科学研究費基盤研究（A）（令和 5-8年度）2024年度 直接経費：36,200千円、間接経費：10,860
千円 

佐藤活志（分担）：方解石双晶応力深度計の開発と公開，科学研究費補助金・基盤研究（C）（令和 4–6年
度）（山路 敦）, 1820千円 

下林典正（分担）：Multidisciplinary Scienceとしての本草学の再構成, 科学研究費･基盤研究（B）（令和 4-6
年度）（大阪大学・伊藤 謙） 

田上高広（代表）：地質環境の長期安定性評価に係る地形・地質・断層調査技術の高度化に関する共同研

究，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構との共同研究（2024年度），499万円． 
田上高広（代表）：熱年代学を用いた新潟神戸歪集中帯の長期変形過程研究，科学研究費補助金・基盤研究

(C)，（2023–2025年度），2024年度配分額 120万円. 
堤 昭人（分担）：Slow-to-Fast現象の物理化学プロセス解明，科学研究費補助金・学術変革領域研究(A)，

（2021–2025年度）(海洋研究開発機構・濱田洋平)，2024年度配分額 1,300千円.  
成瀬 元（代表）： ハイブリッド重力流堆積物の内部微細構造の多様性：水槽実験による解明, 委託研究, 

INPEX株式会社（令和 6～8年度）, 4,808千円 
成瀬 元（代表）： CNNモデルによる地層の層序パターンからの海水準変動の復元, 委託研究, INPEX株式

会社（令和 6～8年度）, 3,323千円 
成瀬 元（分担）：遷急点（ニックポイント）の更新型上流移動現象と急速河床低下のメカニズムの解明, 

科学研究費補助金・基盤研究（B）（令和 4–7年度）, 200千円 
野口高明（代表）：宇宙塵と小天体の中間赤外分光の比較と分析から解明する太陽系小天体の大規模軌道変

化 科学研究費補助金 基盤研究（A）（令和 6–10年），16,800千円 
東野文子（代表）：地殻流体の化学的進化から探る剪断帯の動的性質, 科学研究費若手研究, （令和 5-7年

度）, 2024年度 直接経費：1,100千円、間接経費：330千円 
東野文子（代表）：東南極セール・ロンダーネ山地における地殻流体活動のキャラクタリゼーション, 情

報・システム研究機構 国立極地研究所 一般共同研究，2024年度配分額 100千円 
三津川到（代表）：京都大学大学院教育支援機構 SPRINGプログラム，令和 6年度，400千円 
三津川到（代表）：マントル内有機物合成反応における鉱物の触媒作用検討：ダイヤモンドアンビルセルを

用いた合成実験，公益財団法人日本科学協会・2024年度笹川科学研究助成，1,230千円． 
三宅亮（代表）：鉱物微結晶の構造・形態, 寄付金・学術研究助成金,  1,090千円  
三宅亮（代表）：京都大学研究費獲得支援事業【いしずえ】（令和 6年度）,  2,200千円  
三宅亮（分担）：小スケールマントル対流は存在するのか?~マントル物質が切り開く新たな展望~, 科学研究

費補助金・基盤研究（B）（2023–2027年度）（東京大学・秋澤 紀克） ,  200千円  
三宅亮（分担）：太陽系始原物質形成・進化の統一モデルの構築, 科学研究費補助金・基盤研究（A）（立

命館大学・土山 明）（令和 2–7年度）,  1,000千円  



 

 42 

三宅亮（分担）：地球の水収支解明の鍵となる物質学的情報：島弧マントル起源物質の加水・脱水様式解

読, 科学研究費補助金・基盤研究（B）（令和 2–6年度）（金沢大学・森下 知晃） ,  400千円 
三宅亮（分担）：微小領域質量分析から探る地球のストロンチウム同位体進化の解明, 科学研究費補助金・

基盤研究（B）（令和 2–6年度）（国立極地研究所・外田 智千）,  100千円  
三宅亮（分担）：電子顕微鏡その場観察による層状結晶の低摩擦の新知見発見, 科学研究費補助金・基盤研

究（B）（令和 6–8年度）（国立研究開発法人物質・材料研究機構・佐久間 博）,  800千円  
渡邊裕美子（代表）：樹木年輪の年層内セルロース酸素同位体比による 高時間分解能 水文プロキシの構

築，科学研究費補助金・基盤研究(C),（2021-2024年度），2024年度配分額 130千円. 
 
 
◇ 受賞 
青木俊輔：日本気象学会 2024年度山本賞(在学時に出版済の論文に対する受賞), 2024年 11月 14日 
石崎秀晃：日本流体力学会年会 2024若手優秀講演表彰, 11月 1日 
荻野晃平：地球電磁気・地球惑星圏学会 第 155回総会および講演会 学生優秀発表賞, 2024年 11月 
小濱瑞希：日本測地学会第 142回講演会学生優秀発表賞, 2024年 11月 1日. 
加藤正久： 地球電磁気・地球惑星圏学会 学生優秀発表賞, 2024年 11月 
古城侑季：日本地球惑星科学連合 2024年大会 学生優秀発表賞, 2024年 5月 
古城侑季：第 156回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会 優秀発表賞, 2024年 11月 
古城侑季：京都大学理学共創イノベーションコンソーシアム第４回研究交流会 理学研究科銀楓賞, 2025年 3
月 

坂崎貴俊：文部科学大臣表彰 若手科学者賞, 2024年 4月 17日 
佐藤 匠：地球電磁気・地球惑星圏学会 学生優秀発表賞, 2024年 11月 
原田裕己：Excellent Reviewer for 2024 in Earth, Planets and Space, 2025年 3月 5日 
藤田駿: 京都大学大学院理学研究科 地球惑星科学専攻修士論文賞, 2025年 2月 21日 
眞砂海斗：日本気象学会 2024年度秋季大会松野賞, 2024年 12月 19日 
八島和輝：地球電磁気・地球惑星圏学会学生優秀発表賞, 2024年 11月 
米田匡宏：地球電磁気・地球惑星圏学会 学生最優秀発表賞（オーロラメダル）, 2024年 11月 
 
中野美玖：日本地球惑星科学連合 2024年大会学生優秀発表賞，2024年 7月 12日 
吉元 史：日本鉱物科学会 2024 年年会 第 73回研究発表優秀賞, 2024 年 9 月 15日 
 
 
 
付録 5．技術報告 

 

◇地球物理学分野 技術情報活動 （担当技術職員：高畑武志） 
 
共通で運用されている情報関係機器 
 
地球物理学教室サーバー 

仕様：CPU 3.7GHz（4コア）×2，メモリ 16GB，HDD 2TB×12 

用途：メール，ウェブ，メールのウィルスおよびスパム（迷惑メール）チェック，その他 

数値計算用 PC クラスタ 

仕様：管理ノード 1台（12コア），計算ノード 8台（各 12コア） 

3D プリンター 

機種：CubeX Duo(3DSystems) 

用途：小型の造形物の作成 
大判プリンター 

機種：TM-350(Canon) 

用途：学会発表用のポスター印刷等 
 
システム更新等 
 
・サーバーのアップデート作業を定期的に行い，セキュリティを強固な状態に保っている． 

・大判プリンター（TM-350）を購入し，旧機種と入れ替えを行った． 
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◇地質学鉱物学分野 薄片技術室  （担当技術職員：高谷真樹） 
 
薄片技術室の利用 
 

 利用者（延べ人数） 234人 
 

実習利用  ILAS セミナー：鉱物の世界への誘い～鉱物好き，大集合！～（見学），鉱物
学実習，実験鉱物学 A，博物館実習（自然史），地質調査・分析法Ⅱ，地球惑
星科学課題演習 E2，基礎地質科学実習（見学） 

 
その他の利用 兵庫県立長田高等学校（見学） 

 
薄片製作依頼 

 
依頼件数   65件 

 
依頼枚数  216枚 

 
製作枚数  295枚 

 
※ 地質学鉱物学分野のほか，地球物理学分野構成員より製作依頼があった． 

 
薄片製作設備の修理・更新・導入等 

 
・自動精密切断機 自動送り修理 
・岩石切断機 回転部修理およびオーバーホール 
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発行 ： 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻 
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